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全
管
連
会
員
、
関
住
協
ニ
ュ
ー

ス
に
よ
れ
ば
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
部

屋
を
持
つ
「
不
在
組
合
員
」
に
対

し
て
、
組
合
管
理
費
に
加
え
て

「
協
力
金
」
を
徴
収
す
る
旨
の
総
会

の
特
別
決
議
に
よ
る
規
約
の
変
更

は
、
本
人
の
承
諾
は
必
要
な
い
と

の
判
断
が
今
年
一
月
二
六
日
、
最
高

裁
第
三
小
法
廷
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
区
分
所
有
法
第
三
十

一
条
の
「
規
約
の
変
更
が
一
部
の

区
分
所
有
者
の
権
利
に
特
別
の
影

響
を
お
よ
ぼ
す
べ
き
時
は
、
そ
の

承
諾
が
必
要
」
と
の
規
定
の
適
用

の
有
無
が
争
わ
れ
た
も
の
で
す
。

判
決
報
道
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、

大
阪
市
北
区
の
中
津
リ
バ
ー
サ
イ

ド
コ
ー
ポ
（
四
棟
で
十
四
階
建

て
、
八
六
八
戸
）
の
大
型
マ
ン
シ

ョ
ン
で
、
昭
和
四
十
六
年
、
市
公

社
の
分
譲
に
よ
る
も
の
で
新
大
阪

駅
に
近
く
交
通
の
便
が
良
い
こ
と

も
あ
り
、
人
気
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
平
成
十
六
年
頃
に
は
、
区
分

所
有
者
が
次
第
に
減
っ
て
全
体
の

二
割
を
超
え
る
一
八
〇
戸
が
賃
貸

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

居
住
者
の
高
齢
化
も
進
み
六
十

歳
を
超
え
る
高
齢
者
世
帯
も
三
〇

〇
戸
を
超
え
て
お
り
、
加
え
て
賃

貸
化
に
よ
る
不
在
組
合
員
が
増
え

管
理
組
合
活
動
に
も
大
き
な
打
撃

を
受
け
て
い
た
。

又
、
規
約
を
み
る
と
管
理
組
合

の
役
員
に
な
れ
る
条
件
は
、「
区
分

所
有
者
、
そ
の
配
偶
者
、
三
親
等

以
内
の
同
居
の
親
族
で
、
且
、
本

マ
ン
シ
ョ
ン
の
居
住
者
」
の
中
か
ら

選
任
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
二
十
年
を

経
過
し
て
お
り
、
居
住
者
の
組
合

員
の
中
か
ら
、
不
在
組
合
員
は
役

員
に
就
任
せ
ず
、
管
理
組
合
の
運

営
の
負
担
は
、
居
住
組
合
員
に
の

み
か
か
っ
て
い
る
と
不
満
が
出
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

理
事
会
は
そ
の
対
策
と
し
て
、

不
在
組
合
員
か
ら
一
戸
当
た
り
月

額
五
〇
〇
〇
円
の
「
協
力
金
を
」

を
負
担
さ
せ
る
旨
の
規
約
の
変
更

を
総
会
に
提
案
し
可
決
さ
れ
ま
し

た
が
、
一
部
の
組
合
員
が
公
序
良

俗
違
反
な
ど
と
協
力
金
の
支
払
い

を
拒
否
し
た
為
、
管
理
組
合
が
順

次
訴
訟
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
一
審

判
決
で
は
、
協
力
金
を
認
め
る
判

決
と
認
め
な
い
判
決
が
で
ま
し
た
。

二
審
の
大
阪
高
裁
で
「
協
力

金
」
を
二
五
〇
〇
円
と
す
る
和
解

案
が
提
案
さ
れ
た
の
で
管
理
組
合

は
、
協
力
金
を
「
住
民
活
動
協
力

金
」
と
改
め
、
そ
の
額
を
二
五
〇

〇
円
と
す
る
案
を
総
会
で
決
議
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
大
阪
高
裁
は
、
協
力

金
の
必
要
性
は
認
め
る
が
、
金
額

の
合
理
的
根
拠
が
認
め
ら
れ
な
い

と
の
判
決
を
出
し
ま
し
た
の
で
、

管
理
組
合
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て

最
高
裁
に
上
告
し
ま
し
た
。

「
不
公
平
感
の
是
正
に
合
理
性
」

①
最
高
裁
判
決
で
は
、
不
在
組
合

員
は
、
役
員
に
な
る
義
務
を
免
れ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
活
動

等
の
日
常
的
業
務
を
し
て
い
な
い

と
し
た
上
で
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
を
運
営
す
る
上
で
必
要
と
な

る
業
務
・
費
用
は
、
本
来
平
等
に

負
担
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
業

務
を
分
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
不

在
組
合
員
に
対
し
て
は
、
規
約
改

正
に
よ
り
一
定
の
金
銭
的
負
担
を

求
め
不
在
組
合
員
と
居
住
組
合
員

の
不
公
平
感
を
是
正
す
る
こ
と
は
、

そ
の
必
要
性
と
合
理
性
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
」
と
断
じ
ま
し
た
。

②
区
分
所
有
法
第
三
十
一
条
の

「
規
約
の
変
更
が
一
部
の
区
分
所

有
者
の
権
利
に
特
別
の
影
響
を
及

ぼ
す
時
は
、
そ
の
承
諾
が
必
要
」

と
の
既
定
の
有
無
に
つ
い
て
、
居

住
組
合
員
は
、
不
在
組
合
員
を
含

む
組
合
員
全
員
の
為
に
役
員
に
就

任
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
保
守
管
理

に
努
め
良
好
な
維
持
管
理
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

不
在
組
合
員
は
、
そ
の
利
益
の

み
を
享
受
し
て
い
る
の
で
、
組
合

の
業
務
を
分
担
す
る
こ
と
が
一
般

的
に
困
難
な
場
合
は
、
一
定
の
金

銭
的
負
担
を
求
め
不
公
平
を
是
正

し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
そ
の
必

要
性
と
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

負
担
も
一
戸
当
た
り
、
月
掛
一

七
五
〇
〇
円
の
組
合
費
の
一
五
％

増
し
の
二
五
〇
〇
円
に
過
ぎ
な
い

の
で
、
本
件
の
規
約
の
変
更
は
、

住
民
活
動
協
力
金
の
額
を
含
め
、

不
在
組
合
員
の
受
忍
す
べ
き
限
度

を
超
え
て
い
な
い
の
で
、
区
分
所

有
法
に
い
う
「
一
部
組
合
員
の
権

利
に
特
別
の
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き

時
に
該
当
し
な
い
。」
と
し
て
、
管

理
組
合
の
主
張
を
認
め
ま
し
た
。

不
在
組
合
員
か
ら
協
力
金
徴
収
は
適
法

Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト　

会
長　

佐
々
木　

一
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こ
の
度
の
判
決
は
、
遅
き
に
帰

し
た
と
い
う
べ
き
か
当
然
の
事
で

あ
る
。
又
、
数
の
程
は
解
か
ら
な

い
が
、
投
資
を
目
的
と
す
る
マ
ン

シ
ョ
ン
所
有
者
や
転
勤
そ
の
他
、

不
在
所
有
者
に
ど
う
反
映
す
る
の

か
、
管
理
組
合
の
動
き
が
注
目
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

＊
管
理
組
合
の
運
営
面
か
ら
判
決

の
要
点
を
見
る

⑴　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
を
運

営
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な

る
業
務
は
、
本
来
構
成
員
で
あ

る
組
合
員
全
員
が
平
等
に
こ
れ

を
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。

⑵　

不
在
組
合
員
は
、
一
般
的
に

そ
の
業
務
を
分
担
す
る
こ
と
が

困
難
な
為
、
規
約
を
変
更
し
て

一
定
の
金
銭
的
負
担
を
求
め
居

住
組
合
員
と
不
在
組
合
員
の
不

公
平
を
是
正
し
よ
う
と
し
た
こ

と
は
、
そ
の
必
要
性
と
合
理
性

が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

⑶　

居
住
組
合
員
の
中
に
も
、
上

記
の
よ
う
な
理
事
会
活
動
に
消

極
的
な
者
や
高
齢
者
と
な
り
、

参
加
す
る
こ
と
が
事
実
上
困
難

な
人
も
い
る
事
は
、
う
か
が
え

る
の
で
こ
れ
ら
の
人
達
に
対
し

て
も
何
ら
か
の
金
銭
的
負
担
を

求
め
る
事
に
つ
い
て
も
十
分
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑷　

不
在
組
合
員
の
金
銭
的
な
負

担
は
、「
住
民
活
動
協
力
金
」

と
い
う
名
目
で
月
額
２
５
０
０

円
の
増
（
一
般
管
理
費
８
５
０

０
円
と
修
繕
積
立
金
９
０
０
０

円
の
計
１
７
５
０
０
円
が
２
０

０
０
０
円
に
な
る
。
約
１５
％

増
）、
且
、
住
民
活
動
協
力
金

の
趣
旨
に
反
対
し
て
そ
の
支
払

い
を
拒
ん
で
い
る
の
は
、
約
１

８
０
戸
の
う
ち
１２
戸
を
所
有
す

る
５
名
の
不
在
組
合
員
に
過
ぎ

な
か
っ
た
と
い
う
事
は
妥
当
な

判
断
で
あ
る
。

⑸　

従
っ
て
、
所
要
の
規
約
変
更

は
、
住
民
活
動
協
力
金
の
額
も

含
め
不
在
組
合
員
が
受
任
限
度

を
超
え
て
い
る
と
は
言
え
ず

「
一
部
の
区
分
所
有
者
の
権
利

に
特
別
の
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き

時
」
に
該
当
し
な
い
の
で
規
約

の
変
更
は
有
効
で
あ
る
。

＊
管
理
組
合
実
務
か
ら
見
た
コ
メ

ン
ト

⑴　

不
在
組
合
員
と
居
住
組
合
員

間
の
不
公
平
の
是
正
が
図
ら
れ

た
。「
不
在
居
住
者
」
に
対
し

て
は
、
通
信
費
等
の
名
目
で
何

ら
か
の
追
加
負
担
を
求
め
て
い

る
管
理
組
合
は
、
少
な
く
な
い

と
思
わ
れ
る
。

従
来
「
通
信
費
」
等
に
つ
い

て
、
不
在
組
合
員
と
の
間
で
問

題
に
な
っ
た
管
理
組
合
に
と
っ

て
は
、
今
回
の
判
決
は
、
そ
の

根
拠
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
、

大
き
な
福
音
に
な
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

⑵　

今
回
の
判
決
を
受
け
て
上
記

の
よ
う
な
住
民
活
動
協
力
金
の

採
択
に
動
く
管
理
組
合
も
出
て

く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
を
運

営
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
と
な

る
業
務
活
動
に
つ
い
て
そ
の
構

成
員
で
あ
る
組
合
員
全
員
が
平

等
に
こ
れ
を
負
担
す
べ
き
も

の
」
と
の
判
断
が
示
さ
れ
た
と

は
言
え
、「
居
住
組
合
員
の
中

に
も
、
そ
の
よ
う
な
業
務
活
動

に
消
極
的
な
も
の
や
高
齢
の
為

に
こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
が
事

実
上
困
難
な
者
」
に
つ
い
て

は
、「
何
ら
か
の
金
銭
的
負
担

を
求
め
る
こ
と
も
検
討
の
余
地

が
あ
り
得
る
」
と
言
及
さ
れ
た

が
、
判
断
は
示
さ
れ
な
か
っ

た
。
従
っ
て
「
役
員
の
な
り
手

不
足
」
に
悩
む
管
理
組
合
に
と

っ
て
「
高
齢
者
の
為
に
管
理
組

合
の
業
務
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
が
困
難
」
な
居
住
組
合
員
の

扱
い
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

知
恵
を
絞
っ
て
慎
重
に
そ
の
対

応
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

⑶　

今
回
の
判
決
と
直
接
的
な
関

係
は
な
い
が
、「
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
組
合
を
運
営
す
る
に
当
た

っ
て
必
要
と
な
る
業
務
活
動
」

に
つ
い
て
は
、
別
に
規
約
を
変

更
し
て
賃
借
人
も
役
員
に
選
任

で
き
る
と
い
う
規
約
を
設
け
て

「
業
務
活
動
の
担
い
手
」
不
足

に
対
応
し
て
い
る
管
理
組
合
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

�

佐
々
木　

一

五
月
九
日
の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
演

と
座
談
会
で
取
り
上
げ
ま
す

「
最
高
裁
・
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
活
動

 

協
力
金
・
判
決
に
対
し
て
」
の
コ
メ
ン
ト
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⑴　
「
フ
ロ
ン
ト
マ
ン

　
　
　

 

小
口
現
金
を
不
正
処
理
」

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
新
聞
社
に
よ

る
と
今
年
三
月
一
五
日
、
大
手
管

理
会
社
の
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

は
、
同
社
の
フ
ロ
ン
ト
三
人
が
、

管
理
組
合
財
産
を
着
服
し
た
と
発

表
し
た
。
管
理
組
合
の
小
口
現
金

収
入
を
複
数
回
に
わ
た
っ
て
着
服

し
、
被
害
総
額
は
、
三
六
〇
万
円

と
し
て
い
る
。

昨
年
三
月
末
の
調
査
で
受
注
管

理
戸
数
第
一
位
の
大
京
ア
ス
テ
ー

ジ
や
第
二
位
の
日
本
ハ
ウ
ジ
ン
グ

で
、
社
員
の
着
服
事
件
の
発
覚
が

続
い
て
お
り
、
今
回
「
業
界
の
盟

主
」
と
も
い
わ
れ
る
東
急
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
不
祥
事
は
、
管
理
業

界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
そ
う

だ
。
着
服
を
し
て
い
た
フ
ロ
ン
ト

は
、
三
人
で
、
首
都
圏
を
管
理
す

る
支
店
に
所
属
し
て
お
り
、
い
ず

れ
も
サ
ー
ク
ル
活
動
等
で
集
会
室

を
使
用
す
る
際
の
使
用
料
や
自
転

車
の
登
録
シ
ー
ル
の
発
行
代
な
ど

管
理
組
合
の
「
雑
収
入
」
と
な
る

小
口
現
金
を
、
担
当
す
る
管
理
組

合
か
ら
着
服
し
て
い
た
も
の
で
管

理
費
収
入
や
修
繕
積
立
金
収
入
に

は
被
害
は
な
か
っ
た
。

同
社
で
は
、
小
口
現
金
に
つ
い

て
は
管
理
員
が
受
取
り
、
フ
ロ
ン

ト
が
集
金
し
た
上
で
支
店
の
担
当

者
に
手
渡
し
で
入
金
処
理
を
行
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
三
人

の
フ
ロ
ン
ト
は
、
複
数
回
に
わ
た

っ
て
集
金
し
た
現
金
を
担
当
者
に

渡
し
て
お
ら
ず
着
服
し
て
い
た
。

一
人
当
た
り
の
着
服
金
額
と
内

容
に
つ
い
て
は
、
Ａ
は
、
一
六
〇

万
円
で
、
平
成
一
八
年
一
〇
月
か

ら
、
六
管
理
組
合
か
ら
着
服
を
開

始
し
て
い
る
。
Ｂ
は
、
一
五
〇
万

円
で
平
成
二
〇
年
か
ら
、
四
管
理

組
合
か
ら
着
服
を
開
始
。
Ｃ
は
、

五
〇
万
円
で
三
管
理
組
合
か
ら

で
、
平
成
一
七
年
一
二
月
か
ら
で
、

合
計
金
額
は
三
六
〇
万
円
・
一
三

管
理
組
合
か
ら
の
着
服
で
あ
る
。

又
、
Ａ
の
ケ
ー
ス
で
は
雑
収
入
金

額
が
多
く
予
算
化
さ
れ
て
い
た
一

管
理
組
合
に
つ
い
て
決
算
報
告
書

を
改
ざ
ん
し
て
報
告
し
て
い
た
。

最
大
で
四
年
以
上
に
わ
た
っ
て

着
服
が
発
覚
し
な
か
っ
た
こ
と
に

対
し
同
社
は
、「
支
店
で
の
チ
ェ

ッ
ク
の
甘
さ
」
を
挙
げ
て
い
る
が

…
？

⑵　

高
層
住
宅
管
理
業
協
会
が
、

設
立
３０
周
年
を
迎
え
た
が
、
相
変

わ
ら
ず
続
く
管
理
会
社
の
業
務
違

反
。
平
成
２１
年
度
に
処
分
を
受
け

た
管
理
会
社
は
、
１５
社
あ
っ
た
が

国
交
省
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
情
報
に
基

づ
け
ば
昨
年
度
は
７
社
で
２
倍
以

上
に
な
っ
て
い
る
。

内
容
は
、「
テ
ス
」
を
除
い
て

指
示
処
分
で
あ
る
。「
テ
ス
」
は
、

平
成
１８
年
５
月
に
元
社
員
の
組
合

財
産
の
横
領
で
１
ヶ
月
間
の
業
務

停
止
処
分
を
受
け
て
お
り
、
今
回

は
２
度
目
の
停
止
処
分
を
受
け
た

こ
と
に
な
る
。

今
回
は
、
昨
年
６
月
に
発
覚
し

た
神
奈
川
県
の
元
社
員
に
よ
る
２

６
０
０
万
円
修
繕
積
立
金
横
領
に

対
し
て
の
処
分
が
下
さ
れ
た
も
の

で
、
７
月
１４
日
か
ら
８
月
１２
日
迄

の
業
務
停
止
処
分
で
あ
る
。

今
回
の
処
分
で
は
、
受
託
管
理

戸
数
７
万
戸
以
上
の
上
位
管
理
会

社
、
５
社
（
大
京
ア
ス
テ
ー
ジ
・

日
本
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
三
菱
地
所
藤

和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
伊
藤
忠
ア
ー

バ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
が
含
ま
れ

て
い
る
。
大
京
ア
ス
テ
ー
ジ
は
、

昨
年
発
覚
し
た
沖
縄
支
店
元
社
員

に
よ
る
管
理
組
合
財
産
の
着
服
の

他
、
静
岡
な
ど
複
数
の
支
店
等
の

元
社
員
に
よ
る
着
服
で
あ
る
。
日

本
ハ
ウ
ジ
ン
グ
は
、
北
九
州
支
店

の
元
社
員
の
架
空
の
工
事
発
注
に

よ
る
約
３
５
０
万
円
の
着
服
で
処

分
を
受
け
た
も
の
。

大
手
管
理
会
社
に
つ
い
て
は
、

重
要
事
項
説
明
書
の
未
交
付
や
通

帳
・
印
鑑
の
同
時
保
管
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
は
な
い
が
、
す
べ
て
着
服

な
ど
不
正
行
為
に
よ
る
管
理
組
合

財
産
の
棄
損
と
な
っ
て
い
る
。
今

年
は
、
６６
・
７
％
が
こ
う
し
た
不

正
な
行
為
（
着
服
）
に
な
っ
て
い

る
の
が
特
徴
だ
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
施

行
規
則
の
改
正
の
目
的
と
し
て
管

理
組
合
の
財
産
の
保
全
が
挙
げ
ら

れ
る
が
架
空
工
事
の
発
注
や
印
鑑

の
偽
造
に
は
、
今
後
対
応
で
き
る

か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
管
理
会
社
の
社
内
管
理
・

会
計
基
準
の
見
直
し
等
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

三興管理株式会社
社団法人　高層住宅管理業協会　正会員

東京都千代田区神田須田町1-7
電話番号　03-3252-7367
ＦＡＸ番号　03-3255-2287

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
会
社
は
な
ぜ
変
わ
ら
な
い
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「国交省のネガティブ情報による管理会社の処分等」

管理会社名 処分の種類 処分理由

1、太平ビルサービス 指示処分 管理員が印鑑偽造・着服

2、日本ハウジング 指示処分 社員が架空修繕工事を発注・着服

3、アパコミュニティ 指示処分 更新時重要事項説明書の未交付及び未説明並に管理業務主任者
押印なき契約書の作成

4、テス 業務処分 元社員による修繕積立金の不正支出と流用

5、和興通商 指示処分 同一条件での契約更新時に重要事項説明書の交付、説明の未実
施重要事項説明書への保証契約事項の未記載、同一条件での契
約更新時における管理者等への契約書面未交付、管理業務主任
者の押印のない契約書面の作成、管理組合の通帳・印鑑の同時
保管及び積立型マンション保険証券の保管

6、三菱地所藤和コミュニティ 指示処分 元社員による複数の管理組合財産の着服

7、伊藤忠アーバンコミュニティ 指示処分 元社員による複数管理組合財産の着服

8、中央管材 指示処分 元社員による長年にわたる管理組合財産の着服、原則方式管理
における管理組合の通帳及び印鑑の同時保管

9、エヌケー建物管理 指示処分 元社員による管理組合財産の不正支出

10、小田急ビルサービス 指示処分 元社員による複数の管理組合財産の不正支出

11、大京アステージ 指示処分 複数の元社員による複数の管理組合財産の不正な引き出しや着服

12、AKI コミュニケーション 指示処分 元社員による修繕積立金の不正な支出

13、西部ガスリビング 指示処分 元社員が架空工事を偽装して管理組合財産を不正に着服

14、ハリマビステム 指示処分 支払一任代行方式管理の複数の管理組合において修繕積立金の
管理組合名義口座への未移管

15、サンモールサービス 指示処分 専門の管理業務主任者による選任の宅建業務主任者の兼任、複
数の管理組合で従前と同一条件でない管理受託締結時に重要事
項説明会の未開催、同一条件での規約更新時の重要事項説明書
の区分所有者への交付及び説明の未実施、重要事項説明書の記
載事項の一部未記載、同一条件での契約更新時の契約書面の未
交付

16、万欣地所 指示処分 元社員が複数の管理組合修繕積立金財産を不正に支出

上記のように昨年も国交省の立ち入る調査が実施されたが、是正指導を受けた割合は、66.7％に比べ35.6％と減少した。
これは集計方法を変更した影響もあるが増減については今年度の集計が待たれるところである。

ＩＳＯ９００１・１４００１に裏づけされた高品質な

工事と誠実なアフターケア環境にやさしい

リニューアルを提供します。

本社　川崎市川崎区大川町8-1　　　　

　　　ＴＥＬ 044-366-4807(営業部)

　　　ＦＡＸ 044-366-4810

　　　ＵＲＬ ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｓｉｎｙｏ.ｃｏｍ

ビル・マンション等のリニューアルはシンヨーにお任せ下さい。

シンヨー株式会社
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マ
ン
シ
ョ
ン
分
譲
会
社
は
分
譲

後
、
管
理
組
合
が
設
立
さ
れ
た
場

合
、
速
や
か
に
建
物
と
付
属
施
設

の
設
計
図
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
「
マ
ン
シ
ョ
ン
適
正

化
法
」（
平
成
１２
年
１２
月
８
日
制

定
）
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
設
計
図
書
と
は
具
体
的
に

国
土
交
通
省
令
で
定
め
ら
れ
た
も

の
で

⑴　

付
近
見
取
り
図
、

⑵　

配
置
図
、

⑶　

仕
様
書
（
仕
上
表
を
含
む
）

⑷　

各
階
平
面
図
、

⑸　

二
面
以
上
の
立
面
図
、

⑹　

断
面
図
ま
た
は
矩
計
図
、

⑺　

基
礎
伏
図
、

⑻　

各
階
床
伏
図
、

⑼　

小
屋
伏
図
、

⑽　

構
造
詳
細
図
、

⑾　

構
造
計
算
書

と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑴
～
⑹
は
意
匠
図
と
呼
ば
れ
、

⑺
～
⑽
ま
で
が
構
造
図
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
構
造
詳
細
図
と
は

柱
・
梁
・
壁
・
床
の
太
さ
や
厚
さ

ま
た
鉄
筋
の
径
と
本
数
・
鉄
骨
の

形
状
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
構
造

計
算
書
は
昭
和
５６
年
以
降
の
新
耐

震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
マ
ン
シ
ョ

ン
で
は
有
効
な
根
拠
と
な
り
ま
す

の
で
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

さ
ら
に
電
気
設
備
設
計
図
と
給

排
水
衛
生
空
調
設
計
図
を
含
め
一

般
的
に
は
竣
工
図
と
し
て
一
冊
に
製

本
さ
れ
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。
竣
工

図
と
は
施
工
中
に
設
計
変
更
さ
れ

た
場
合
、
変
更
箇
所
を
訂
正
し
た

図
面
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
施
工

図
と
呼
ば
れ
る
施
工
会
社
が
描
い

た
図
面
は
設
備
関
係
の
隠
ぺ
い
部

が
詳
し
く
描
か
れ
、
配
管
経
路
な

ど
も
分
か
り
、
あ
る
と
便
利
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
販
売
時
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
確
認
申
請
の
副
本
、
諸

官
庁
の
検
査
済
証
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
が
揃
っ
て
い
な
い
場
合

は
大
規
模
修
繕
工
事
等
の
建
物
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
必
ず
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
の
で
（
特
に
意
匠
図
・

構
造
図
・
電
気
給
排
水
設
計
図
）

販
売
会
社
に
請
求
し
て
引
き
渡
し

を
受
け
て
下
さ
い
。
修
繕
工
事
の

見
積
は
図
面
か
ら
数
量
を
積
算
し

ま
す
の
で
図
面
が
な
い
と
現
地
を

測
定
し
図
面
を
作
り
直
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

販
売
会
社
が
な
く
な
っ
て
い
る

等
の
事
情
が
あ
る
場
合
、
設
計
会

社
や
施
工
会
社
に
問
い
合
わ
せ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
設
計

図
書
を
管
理
会
社
に
保
管
依
頼
し

て
い
る
管
理
組
合
が
全
体
の
４
割

近
く
あ
る
よ
う
で
す
が
管
理
組
合

が
引
き
取
っ
て
管
理
事
務
所
や
共

用
倉
庫
等
に
保
管
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

製
本
さ
れ
た
紙
ベ
ー
ス
の
図
面

集
は
年
数
が
た
て
ば
破
損
し
た
り

色
焼
け
し
た
り
し
て
劣
化
し
て
ゆ

き
ま
す
の
で
早
い
段
階
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ

等
に
取
っ
て
電
子
デ
ー
タ
化
し
て

お
く
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
へ
の

配
布
な
ど
便
利
に
な
り
ま
す
。
コ

ピ
ー
が
簡
単
な
た
め
図
面
を
他
人

に
貸
し
て
紛
失
す
る
こ
と
が
な
く

な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
管
理
組
合
で
も
一
度

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

管
理
組
合
が
保
管
す
べ
き
設
計
図
書
と
は

�

一
級
建
築
士　

鳥
海　

順
一

納得、安心のできる管理

☆ 総合管理の受託から自主管理の応援まで

☆ 管理組合のニーズに合った管理システム

☆ 木目の細かい対応が出来ます

日本高層管財株式会社
本社東京都渋谷区代々木1-19-12新代々木ビル4階 〒151-0053
　　ＴＥＬ03-5388-4471(代)　ＦＡＸ03-5388-6463
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川
越
は
旧
石
器
時
代
（
三
万
年

前
）
か
ら
そ
の
歴
史
が
始
ま
る
大

変
旧
い
土
地
で
す
。

今
か
ら
七
～
八
千
年
前
、
古
東

京
湾
は
川
越
・
上
尾
街
道
か
ら
南

の
美
田
地
帯
（
仙
波
付
近
）
ま
で

海
が
入
り
込
ん
で
い
て
「
貝
塚
橋

の
当
り
に
縄
文
式
前
期
の
竪
穴
住

居
跡
が
あ
り
、
集
落
が
形
成
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

川
越
は
江
戸
時
代
初
期
ま
で
は

「
河
越
」
の
字
が
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
─
何
処
か
ら
来
て
も
川
を

越
さ
な
い
と
入
れ
な
い
土
地
─
と

い
う
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と

の
説
が
あ
り
ま
す
。

桓
武
天
皇
の
末
裔
で
、
平
氏
系

秩
父
党
重
綱
の
次
男
重
隆
が
秩
父

か
ら
河
越
の
地
に
移
転
し
、
河
越

氏
を
名
乗
り
川
越
市
上
戸
に
館
を

構
え
た
の
が
『
河
越
氏
』
の
始
ま

り
で
す
。

「
河
越
館
跡
」
は
、
現
在
入
間

川
に
面
し
た
沖
積
地
に
あ
り
、

「
常
楽
寺
」
を
中
心
に
東
西
二
〇

〇
米
南
北
二
五
〇
米
程
の
範
囲
が

国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
代
目
の
河
越
太
郎
重
頼
は
、

「
武
蔵
国
留
守
所
総
検
校
職
」
と

し
て
武
蔵
国
内
の
中
小
武
士
団
を

ま
と
め
る
役
と
し
て
頼
朝
の
信
頼

厚
く
重
鎮
と
な
り
ま
し
た
。
重
頼

の
妻
は
頼
朝
の
乳
母
で
あ
っ
た
比

企
尼
の
次
女
で
あ
り
、
頼
朝
の
長

男
頼
家
の
乳
母
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
頼
朝
は
不
仲
と
な
っ
た

義
経
の
行
動
を
監
視
す
る
目
的
で

河
越
重
頼
の
娘
「
良
子
」
を
自
ら

媒
酌
人
を
務
め
、
無
理
や
り
に
義

経
の
下
に
嫁
が
せ
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
河
越
氏
の
悲
劇
が
始

ま
り
ま
す
。
義
経
の
妻
と
な
っ
た

良
子
は
、
義
経
の
奥
州
逃
避
行
に

同
行
し
、
平
泉
衣
河
館
の
持
仏
堂

で
義
経
と
幼
い
娘
と
共
に
自
害
し

非
業
の
最
期
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

更
に
頼
朝
と
義
経
の
不
和
が
決

定
的
に
な
る
と
、
頼
朝
の
重
頼
に

対
す
る
態
度
も
急
変
し
、
重
頼
は

義
経
の
義
父
で
あ
る
（
頼
朝
が
押

し
つ
け
た
の
に
）
と
の
理
由
で
河

越
の
所
領
は
没
収
さ
れ
、
長
男
の

重
房
と
共
に
誅
殺
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

河
越
重
頼
の
墓
は
、
蔵
造
り
資

料
館
の
北
隣
り
に
あ
る
「
養
寿
院

の
本
堂
の
左
奥
に
あ
り
ま
す
。
養

寿
院
は
一
二
四
四
年
に
重
頼
の
曾

孫
の
経
重
が
開
祖
で
徳
川
幕
府
か

ら
寺
領
一
〇
石
の
御
朱
印
を
賜
る

古
刹
で
す
。

後
に
所
領
は
、
比
企
氏
と
の
関

係
か
ら
一
部
重
頼
の
妻
に
返
却
さ

れ
、
次
男
の
重
時
と
三
男
の
重
員

は
許
さ
れ
、
重
員
は
五
年
後
に
四

十
年
前
重
頼
が
務
め
て
い
た
「
武

蔵
国
留
守
所
総
検
校
職
」
に
任
命

さ
れ
、
こ
の
役
職
は
そ
の
後
河
越

氏
が
代
々
世
襲
し
て
い
ま
す
。

『
河
越
氏
』
は
、
南
北
朝
時
代

の
一
三
六
八
年
足
利
幕
府
に
そ
む

き
「
平
一
揆
」
を
起
こ
し
滅
ぼ
さ

れ
、
歴
史
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

「
河
越
館
」
は
河
越
氏
の
後
、

上
杉
氏
が
六
代
、
北
条
氏
が
四
代

が
主
と
な
り
、
そ
の
上
杉
と
北
条

の
交
替
の
時
期
に
起
き
た
の
が
有

名
な
「
川
越
夜
戦
」（
北
条
綱
成

と
そ
の
援
軍
八
千
が
上
杉
朝
定
・

憲
政
と
古
河
晴
氏
と
の
連
合
軍
八

万
を
打
ち
破
っ
た
）
で
す
。

そ
の
後
河
越
に
は
豪
族
は
現
れ

ず
、
徳
川
家
康
の
関
東
入
部
に
伴

い
「
川
越
藩
」
が
お
か
れ
、
川
越

は
江
戸
城
の
北
辺
の
守
り
と
、
江

戸
へ
送
り
込
む
物
資
の
集
積
地
と

し
て
重
要
視
さ
れ
、
幕
府
の
親
藩

譜
代
の
有
力
大
名
が
配
置
さ
れ
、

以
後
八
氏
二
十
一
人
の
川
越
藩
主

の
う
ち
老
中
は
、
酒
井
忠
利
、
堀

田
正
盛
、
松
平
信
綱
、
柳
沢
吉
保

（
大
老
格
）、
秋
元
喬
知
・
涼
朝
、

松
平
康
英
、
の
七
人
も
い
ま
す
。

特
に
松
平
綱
信
は
、
城
下
町
を

形
成
し
、
川
越
街
道
の
整
備
、
新

河
岸
川
の
開
削
、
野
火
止
の
新
田

開
発
等
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

�
（
小
島　

次
郎
）

河越太郎重頼の墓（養寿院本堂の左奥）

連
載 

私
の
町
は
ど
ん
な
町
⑬

�
─
川
越
市
（
一
）─
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テ
ー
マ
１

「
理
事
会
を
活
性
化
さ
せ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」

円
滑
な
管
理
組
合
運
営
に
役
立

つ
『
シ
ン
プ
ル
メ
ソ
ッ
ド
』
は
、

考
え
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
便
利
グ
ッ
ズ
と
し
て
持
っ
て
い

る
と
、
余
計
な
こ
と
を
し
な
く
て

す
む
手
法
で
す
。
プ
ロ
コ
ー
チ
秘

伝
の
シ
ン
プ
ル
メ
ソ
ッ
ド
を
身
に

つ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
に

『
一
生
も
の
の
生
き
る
知
恵
』
と

し
て
役
立
て
て
下
さ
い
。

テ
ー
マ
２

「
公
開
座
談
会
：
管
理
組
合
運
営

に
関
す
る
最
高
裁
の
判
決
事
例

に
つ
い
て
」

先
頃
、
管
理
組
合
は
不
在
組
合

員
か
ら
協
力
金
の
徴
収
が
で
き
る

と
言
う
最
高
裁
判
決
が
出
ま
し
た

が
、
個
々
の
マ
ン
シ
ョ
ン
事
情
は

違
い
、
一
概
に
論
じ
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
判
例
の
背
景

を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
探
り
考
え

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
参
加
申
し
込
み
の
詳
細
は
、
埼

管
ネ
ッ
ト
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
参

照
、
ま
た
は
、
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
８
─
８
８
７
─
９
９

２
１
（
埼
管
ネ
ッ
ト
会
員
は
参
加

費
は
無
料
で
す
。）

第
１４
回

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合

�

研
究
所
通
常
総
会
報
告

日
時
：
平
成
２２
年
３
月
６
日（
土
）

場
所
：�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
事
務

局

議
案

第
１
号
議
案　

�

平
成
２１
年
度
事
業

報
告

第
２
号
議
案　

�

平
成
２１
年
度
決
算

及
び
監
査
報
告

第
３
号
議
案　

�

平
成
２２
年
度
事
業

計
画
案

第
４
号
議
案　

�

平
成
２２
年
度
予
算

案

午
後
４
時
、
喜
田
理
事
長
の
挨

拶
で
始
ま
り
、
久
保
専
務
理
事
が

議
長
に
選
出
さ
れ
、
第
１
号
議
案

か
ら
第
４
号
議
案
ま
で
審
議
さ

れ
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
９
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
総

会
開
催
案
内

開
催
日
時　

平
成
２２
年
５
月
９

日
（
日
）
午
後
１
時
１０
分
～

開
催
場
所　

さ
い
た
ま
市
文
化

セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｒ
南
浦
和
駅
西
口
徒
歩
７

分
）

ホームページからの情報発信 � http://www.saikan-net.com/
事務局への連絡にもご協力ください

第
３６
回 

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
（
春
季
）

実
践
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

日　

時　

平
成
２２
年
５
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
１５
分
開
場
・
２
時
２０
分
講
演
開
始

場　

所　

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー　

３
Ｆ
・
大
会
議
室

　
　
　
　

さ
い
た
ま
市
南
区
根
岸
１
丁
目
７
─
１

　
　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
南
浦
和
駅
西
口
７
分
）

セミナー会場

南浦和駅

さいたま市文化センター


